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福祉、観光や国際交流、環境、地域づくりなどの分
〆
野において、継続的にボランテイアとして

活躍できる人材を ることを目的に開校しています。
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⑨ 全沢ボランティア大学校

YouTubeチャンネル
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講座の様子がご覧になれます。
https:〃 www.youtube,com/@kanazawaboradai

餌 田 _IⅢ Ⅲ Ⅲ ェ _         途

辮
プ

講座説明会の開催

第31期の講座内容を説明し、受講にあたつての

質問にお答えするための説明会を開催します。

受講希望の方、ボランテイアに関心のある方の

参力Bをお待ちしています。

日時 ①令和6年3月 13日 (水)19:00～20:00
②令不□6年3月 16日 (土 )13:30～ 14:30

場所 金沢市中央公民館彦三館 2階 視聴覚室

霊

■ ■



令和6年度 金沢ボランテイア大学校(31期 )学習計画
ヨ
ー
，
ス

子ども・子育て 地域づくり(一部選択制) 福  祉 歴史遺産 国際交流 文  化 観  光 環  境
火曜日 13時 30分～ 15時 00分 水曜日 10時 00分～11時 30分 水曜日 13時 30分～ 15時 00分 木曜日 13時 30分～ 15時 00分 木曜日 19時 OO分～20時30分 金曜日 13時 30分～15時 00分 土曜日 10時 00分～コ 時30分 土曜日 13時 30分～ 15時 OO分

回 月 日 曜 内  容 月 日 曜 内  容 月 日 曜 内  容 月 日 曜 内  容 月 日 躍 内  容 月 日 曜 内  容 月 日 曜 内  容 月 日 曜 内  容

1 5 11 土
入学式 学校長講演※ 1

金沢ボランティア太学校学校長
5 11 土

入学式 学校長講演※1

金沢ボランティア大学校学校長
5 11 土

入学式 学校長請演※ 1

金沢ボランティア大学校学校長
5 11 上

入学式 学校長講演※1

金沢ボランティア大学佐■校長
5 11 土

入学式 学校長講演※ 1

全沢ボランティア大■校学校長
5 11 土

入学式 学校長講演※1

金沢ポランテ́ィア大■校■校長
5 11 土

入学式 学校長講演※1

金沢ボランティア大■伎学校長
5 11 上

入学式 学校長講演

全沢ボランティア大学校学校長

2 5 14 火
オリエンテーション

全沢ポランティア大学校スタッフ
5 15 水

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタッフ
5 15 水

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタンフ
5 16 木

オリエンテーション

全沢ボランティア大学校スタンフ
5 16 木

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタッフ
5 17 金

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタノフ
5 18 土

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタッフ
5 18 上

オリエンテーション

金沢ボランティア大学校スタッフ

3 5 25 土
金沢市のまちづくり※ 1

金沢市企画調整評
5 25 土

金沢市のまちづくり※ 1

金沢市企画調整課
5 25 土

金沢市のまちづくり※ 1

全沢市企画調整誤
5 25 土

金沢市のまちづくり※ 1

金沢市企画調整課
5 25 上

金沢市のまちづくり※ 1

金lP、市企画調整課
5 25 土

金沢市のまちづくり※1

全沢市企画調幕課
5 25 土

金沢市のまちづくり※ 1

金沢市企画調整課
5 25 土

金沢市のまちづくり

金沢市企画調整 R早

4 6 4 火
発達障がいつてなに

金沢大学 吉村 樫子
5 29 水

まちづくりと地域コミュニティ

金沢大学 員鍋 知子
5 29 水

認知症サポーターになろう

金沢市福祉政策課
5 30 木

文化財保護の考え方

金沢■院大学 東四柳 史明
5 30 木

異文化を楽しむ

金沢大学 ママー ドヴァ アイータ
5 31 金

デザインあれこれ

金沢■院大学 大場 古美
6 3 土

観光総論

北陸学院大学 沢田 史子
6 15 上

ボランティア活動体験

大乗寺

5 6 11 火
金沢市の子育て支援施策

金沢市子育て支援課
7 3 水

地域福祉とまちづくり

'全城入学 |卜 残瑞
6 5 水

日本の福祉制度

全沢大学 校山 書一
6 6 木

金沢市の歴史遺産保護と活用

金沢市埋蔵文化財センター
6 6 木

金沢の国際化

金沢市国際交i荒課
6 7 金

金沢市の文化行政

全沢市文十ヒ咬兼R辛
6 15 土

「まいどさん」心得

まいどさん会長
6 22 土

環境問題とわたしたちの暮らし

金沢大学 i可内 幾 lA

6 6 18 火
保育の基本※2

/↑沢市功児教育センター
7 10 水

市民活動とボランティア

全沢市民活動サポートセンター
6 12 水

認知症の理解と対応

日本介護福祉学会 平下 コV(美
6 20 木

埋蔵文化財保護と体験

金沢市埋蔵文化財センター
6 13 木

外国人市民の体験から学ぷ

インターナショナルクラブ Hikniar
7 5 金

国立工芸館見学

国立工芸館
6 22 土

金沢市の観光行政

金沢市観光政策課
6 29 上

市民が育むホタル※3

石川ホタルの会 新本1 光秀

7 6 25 入
一緒にあ そ ば 子育て講座※2

金沢市幼児教育センター
7 17 水

防災とまちづくり

金沢大学 北,市 勝
6 19 水

介護保険制度と現場

地域包括支援センター連絡会
6 27 木

石造物概説と見学

うめばちの会
6 20 木

外国語観光案内のススメ

金沢グッドウィルガイドネットワーク
7 12 金

市民芸術村ボランティア体験

金沢市民芸術〒村
7 6 土

金沢城と石垣

まいどさん
7 13 上

「里山Jの保全 活用とポランティアの役割

金沢大学 中村 浩 =
8 7 2 入

どきどき子育て講座※2

金沢市こどくづ相談センター
7 24 水

災害時のポランティア活動

石川県女性活躍・県民協働課
7 3 水

地域福祉とまちづくり※4

全城大学 内 奏瑞
7 4 木

金沢城と歴史史料

金沢工業大学 木こ(隆三
7 18 木

途上国での支援活動

全沢大学 堤 数朗
7 19 金

能楽を知る

金沢能楽美籍〒館
7 13 土

尾山神社界隈

まいどさん
7 20 上

石川県立自然史資料館の概要と見学

石川 県立自然 史資料齢

9 7 23 火
救急数命講習※2

金沢市消防居
7 27 土

金沢市の防災対策※ 1

金沢市危機管理課
7 10 水

傾聴について(1)

金沢大学 荒木友希子
7 11 木

石川の歴史～歴史博物館見学～

石川県立歴史博物館
8 1 木

Welcome to Kanazawa

石川県社会敦吉協会 釜谷美智子
8 2 金

金沢の工芸文化(D、 蓄音器の音色①

全》く卯辰山工芸工房、金沢審青常,錦
8 3 土

加賀獅子舞のなぞ

加能民俗の会 Jヽ林 忘雑
7 27 土

かなざわ次世代エネルギーパーク見学

西部環境エネルギーセンター

1 0 7 31 水
見守リボランティア※ 4

とJ子 !もえ守Ⅲボラシティラ協議会 1:|;,i
7 31 水

■【f_子 ど|,屹 守ウボランティン協議■ 平 キ注

見守リボランティア
7 24 水

傾聴について(2)

金沢大学 荒木友命子
8 22 木

ひがし茶屋街のまちなみ保存

金沢東山 ひかしヴ
'町
並みとt化を守る奈

8 8 木
やさしい日本語を使う

全沢大■ 苗日 敏美
8 9 金

金沢の工芸文化②、蓄音器の音色℃)

′̂
lナく

"‖

辰山:L芸 Ji房 、
′r沢苦者器館

8 10 土
茶の湯と美術工芸

金沢学院大学 平木 者志
8 3 土

里山みらいの活動

角問里山みらい |lr崎 仁志

11 8 20 火
子どもの心の青ちに応した大人の関わり

臨 J末 心理士 寺井 弘僕
8 28 水

はじめよう1ボランティア①

全沢ボランティア大学校スタンフ
8 21 水

カウンセリング体験

全沢こころの電話 得水 篤子
8 29 木

はじめよう!ボランティア①

金沢ボランティア大学校スタンフ
8 22 木

多文化共生ワークショップ

金沢大■ 月ヽ笠原打,子
8 23 金

鈴木大抽の哲学

鈴木大拙館
8 24 土

兼六園と21世紀美術館界隈

まいどさん
8 10 上

金沢市のごみ減量化施策と埋立場見学

戸室新保埋 立場

21 8 27 火
はじめよう!ボランティア①

金沢ボランティア大学校スタッフ
9 4 水

家庭でできる防災対策

金沢市使下婦ノ、会連絡協議会
8 28 水

はじめよう!ボランティア①

金沢ポランティア大学校スタンフ
9 5 木

湯涌江戸村の紙すき体験

全沢湯1励江戸村
8 29 木

はじめよう!ボランティア①

金沢ボランティア大学校スタンフ
8 30 金

はじめよう!ボランティア①

金沢ボランティア大学校スタッフ
8 31 土

はじめよう!ポランティア①

全沢ボランティア大学校スタッフ
8 31 土

はじめよう!ポランティア①

金沢ボランティア大学校スタッフ

13 9 5 木
発達障がいの理解

松原蛋育会 柳下 道子
9 14 上

,―ドエイジを考える ～CO虚からの生き方～ri

金沢大学 松井 三枝
9 14 土

ケードエイジを考える ～60歳 力ヽらの生き方～テ i

全沢大学 松井 三枝
9 14 土

サードエイラを考える ～60歳からの生き方～■ 1

全沢大学 松井 三枝
9 5 木

ホームスティを受け入れて

公立小松大学 オIL洋 子
9 6 金

金沢箔を学ぶ

金銀箔上芸さくだ
9 7 土

大野界隈

まいどさん
9 14 土

サードエイジを考える ～60姦 からの生き方～

金沢大学 松井 三様

14 9 14 土
サードニイジを考える ～60差 からの生き方～イ i

金沢大■ 松井 三枝
10 9 水

パラスポーツとボランティア

日本′ヽラスポーツ協会 井上 ロデl滞
9 18 水

草いす操作体験

全沢幅社用具情報フラザ
9 19 木

用水 惣構の保全

全沢市歴史都市推進課
9 14 土

サードエイジを考えう ～60驚 からの生き方～■ 1

全沢大学 松井 三枝
9 14 上

サードエイジを考える ～SO歳 からの生き方～井(1

全ll、大学 松井 三校
9 14 土

サードエイジを考えう ～εO歳 からの生き方～工 1

金沢大学 F_｀井 三伎
9 21 土

森林の生態系

森林インストラクター 内藤 善太

15 9 24 火
レンズの向こうの子どもたち

MROディレク|ター 東海 瑞樽
10 27 日

金沢マラツンボランティア体験

金沢マラツシ組織委員会
10 2 水

障がい者の「働く」について

届丈会 批労支援事業所 リエアン
9 26 木

みやのこしこまち

金石町散策
9 26 木

国際交流とボランティア

l卜沢国際交流碗十日,ボランティア在駿
=

9 20 金
朗読の基本

朗読小屋浅要テ川僕楽部 F_ち 輸長
年
li子
9 28 土

主計町とひがし茶屋街

まいどさん
9 28 土

市民が育むビオトープ

受材技1〒士研究所 松枝 章

16 10 8 火
あめるん′ヽ―ク

子どもの遊び場
11 20 水

町会活動とポランティア

金沢市町会連合会
10 9 水

知的障がい者就労施設の訪問

彦二のでみ苑
10 3 木

加賀 能登の寺社建築

金沢工業ナ＼■ 山崎 幹療
10
2
3
1

1

上

日

「かなざわ国際交流まつり2024J体 験

金沢国際交流財団
10 4 金

三生犀星の文宇 l石 川員立目書館の使い方■

室生P+星記念鯖、百川県立図書離
10 5 土

まいどさん

長町界隈
10 19 上

様々な緑地とくらしの関わり

全沢美術工芸大学 鍔 隆W,

17 10 22 火
子ども虐待の現状

全沢市こどモ)相談センター
11 30 上

地域活性化とひとづくり※ 1

金沢星稜大学 池田 幸膳
10 23 水

聴覚障がいの理解

金沢市聴力障害者福祉協会
10 10 木

寺院とまちなみ見学

全沢工業大■ 山崎 幹赤
10 17 木

もっと知りたい中国

高岡法科大■ 層 莉
10 11 金

三生厚皇の文字 ″ 石川県立口書鐘つ使い方ユ|

室生犀戸
「
記念館、石川県立国書館

10 12 土
寺町寺院群とにし茶屋街

まいどさん
10 26 土

SDe sと ボランティア

ほくりくみらい基全 永井三岐子

18 10 29 火
子どもとしGBTQ十

グッドエイジングエールズ 松中 権
12 11 水

金沢大学 ィt野 秀重
10 30 水

子ども食堂

おおくわ子どモ)食堂 土井 格平
10 17 木

歴史的建築の継承と利活用
/J二沢大学 サ1上 光彦

10 31 木
もっと知りたい韓国

全沢市国際交流課 国際交流員
10 18 金

金沢の文芸

金沢文芸館
11 2 土

「まいどさん」体験(兼六国 金沢城)

まヽ どヽさん
11 2 土

季節の花で寄せ植え作り

石川花の会 倉 ひとみ

19 11 12 火
子どもの健全育成

長土塀青少年交流センター ¬

最大5回の講座を他の7コース
の6月 18日 以降の講座から自
由に選択して受講してください

※受入人数に上限があります

11 6 水
視覚障がいの理解

石川県視覚障害考脇会
10 木

歴史的建築とまちなみ見学

金沢工業大学 増田 達男
11 14 木

海外派遣活動と体験者談

」ICA北陸、海外派遣体験者
10 25 金

徳田秋葺の文学

徳田秋督記念館
11 16 上

外国語観光案内のススメ

金沢グッドウィルガイドネットワーク
11 16 土

循環型社会と環境ツーリズム

NPO法人くくのち 竹田 裕治

20 11 30 上
地域活性化とひとづくり※ 1

金沢星積大■ 池田 幸雉
11 30 土

地域活性化とひとづくり※ 1

金沢星穫大学 池田 幸謄
11 7 木

金沢城のボランティア活動

数とにのボランティアガイドの会
11 30 土

地域活性化とひとづくり※ 1

金沢星稜大■ 池田 幸磨
11 15 金

図書館ボランティア体験

玉川図書館
11 30 土

地域活性化とひとづくり※ 1

金沢星積大学 池田 幸腔
11 30 土

地域活性化とひとづくり

全沢星稜大学 池田 幸膳

21 12 3 火
子育て支援の現場から

NPO法人子育て支援 さくらつこ
12 5 木

ノーマライゼーションと人権

金沢大学 井上 英夫
11 30 土

地域活性化とひとづくり※1

金沢星稜大学 池田 幸雉
12 5 木

ジェンダーの視点から見るフェアトレード

金沢星稜大■ 高原 幸子
11 30 土

地域活性化とひとづくり※ 1

全沢星猿大学 池田 幸磨
12 7 上

方言の特色とその活用

金沢大学 カロ藤 和去
12 7 土

秋から冬への樹木管理

全技連マイスター会 野々市芳朗

22 12 7 土
社会の変化と子育てへの影響

全城大学 米川 祥子
12 11 水

コミュニティカフェ

第一善隣館 年野 孝一
12 5 木

城下町金沢の歴史

石川郷土史学会 番村 幸作
12 14 上

世界の子どもたち※1

イレターサショナルクラブ Hikmah
1 10 金

金沢の建築文化

金沢建集館
12 14 土

金沢の食文化※ 1

青木クッキングスクール 青木 ‖比子
12 14 上

はじめようエコライフ

金沢エコライフくら示 青海万里子

23 12 14 土
世界の子どもたち※ 1

インターナショナルクラブ Hikniar
」 1 15 水

みんなのメンタルヘルス
1 16 木

美術工芸品の取り扱い方

全沢■院大学 平本 孝走
1 16 木

多文化共生と公民館

金沢市円上公民館、留学生
1 17 金

金沢21世紀美術館のポランティア

金沢21世紀美術館
1 11 土

観光ボランティア方イドの食コ|お すすめコース作り

まいどさん研修封
`長

1 11 上
金沢市の緑化推進と管理

金沢市緑と花の課 緑と花の活動員

24 1 28 火
はじめよう!ボランティア②

金沢ボランティア大学校スタッフ
1 29 水

はじめよう!ポランティア②

金沢ボランティア大学校スタッフ
1 29 水

はじめよう!ボランティア②

金沢ボランティア大学校スタンフ
1 30 木

はじめよう!ボランティア②

金沢ポランティア大学校スタンフ
1 30 木

はじめよう!ボランティア②

金沢ボランティア大学校スタッフ
1 31 金

はじめよう!ボランティア②

全沢ボランティア大学校スタッフ
2 1 土

はじめよう!ポランティア②

生沢ボランティア大学校スタッフ
2 1 土

はじめよう!ポランティア②

金沢ポランティア大学校スタッフ

25 2 15 土
活動発表会※ 1

金沢ボランティア大学校スタンフ
2 15 土

活動発表会※ 1

全沢ボランティア大学校スタッフ
2 15 土

活動発表会※ 1

金沢ボランティア入学校スタンフ
2 15 土

活動発表会※H

金沢ボランティア大学校スタッフ
2 15 上

活動発表会※1

金沢ポランティア大学校スタッフ
2 15 土

活動発表会※ 1

金沢ボランティア大学校スタッフ
2 15 土

活動発表会※ 1

全沢ボランティア大学校スタンフ
2 15 土

活動発表会

金沢ボランティア大学校スタンフ

/ 2 22 土 修了式※ 1 2 22 土 修了式※ 1 2 22 土 修了式※ 1 2 22 土 修了式※1 2 92 土 惨了式※ 1 2 22 土 修了式※ 1 2 22 土 修了式※1 2 22 土 修了式

/ 11 10 日 ポラ大フェスタ 11 10 日 ボラ大フェスタ 11 10 日 ボラ大フェスタ 11 10 日 ポラ大フェスタ 11 10 日 ボラ大フェスタ 11 10 日 ポラ大フェスタ 11 10 日 ボラ大フェスタ 11 10 日 ボラ大フェスタ

/ 未定 ボランティアフォーラム 未定 ボランティアフォーラム 未定 ボランティアフォーラム 未定 ポランティアフォーラム 未定 ポランティアフォーラム 未定 ボランティアフォーラム 未定 ボランティアフォーラム 未定 ボランティアフォーラム

切 り 取 り 線 (敬称略 )

金沢ボランティア大学校 第31期 受講申込書 令和6年   月   日受付 ※ 1

※2

※3:

(注 )1.

2.

3.

土曜日13:30か ら開催します。

金沢市ファミリーサポートセンター提供会員講習のメニューの一部です。この他に金沢市ファミリーサポートセンター主催の

提供会員請習を3講座受講すると、その提供会員として活動できます。

19:OOから開催します。 ※生 水曜日10:00から開催します

日時・内容等は変更になることがあります。

主な学習場所は金沢市中央公民館彦三館 (金沢市彦三町1丁 目15番5号 )です。

(実習・見学等のため現地へ出かける講座があります。その場合、施設入場料等が必要となることがあります)

複数コースの受講 (一人2コースまで。希望コースごとに申込書をご提出ください)も可能です。

来校には、バスなどの公共交通機関をご利用ください。

偏 考 欄弟 I布望

(コースをOで囲んでください)

子ども,子育て 地域づくり
氏名

福   祉 歴 史遺 産

国際 交流 文   化

T

観   光 環   境 電話番号 FAX

弗 ∠万:望

住 所
連絡先

E― ma‖

コース
繁急時
連絡先

氏 名 電 pき誉号 本人との続柄

))本 大学構修了牛  その仙 (
くアンケート)受講 ○でお囲みください(複数可)。

回覧板  知人  チラシ(場所新聞  ラジオ・テレビ  インターネット

※取得した個人情報は、本大学校の授業、入学及び修了に関する事項以外には使用いたしません。
4.



コースの概要
定員 :各30名程度

学習方針 開詰曜日

子 ど も・

子 育 て

子どもと関わり、子育てを支援するボランテイアに

子どもを取り巻く現状についての理解を深め、子どもの可能性を伸ばせる環境づく
')を
、

実践の紹介や現地学習を通して学びます。(修了後の活動 :ファミリーサポート等)

火曜日

(13i30～ 15:00)

地域づくり
(一部選択制 )

地域コミュニティやまちづくりを支えるボランテイアに

豊かな地域づく
')に
関わる活動を、実例の紹介や現地見学を交えて学びます。

(修了後の活動 :防災活動、地域活性化
。まちおこしのサポート等)

水曜日

(10:00～ 1 li30)

福   祉
高齢者や障がいのある方に寄り添うボランテイアに

福祉に関する問題についての理解を深め、介護などの生活支援を、欠[識の習得や

福祉施設での実習を通して学びます。(修了後の活動 :傾聴ボランテイア等)

水曜日

(13:30～ 15:00)

歴 史遺産
金沢の文化財保護・活用に貢献するボランテイアに

建造物や史跡など歴史遺産に関わる活動を、実例の紹介やり地見学を交えて学びます。

(修了後の渚動 :文化財保護・紹介ボランテイア等)

木曜日

(13:30～ 45:00)

国際交流
多文化共生社会を支えるボランティアに

異文化を理解するための基礎矢[識や世界の中の日本について学びます。

※講義は全て日本語です。(修了後の活動 :国際交流イベント等のサポートやホストファミリー)

木曜日

(19:00～ 20:30)

文   化
金沢の文化に貢献するボランティアに

美術館や図書館などでの活動を、現地見学や実習を交えて学びます。

(修了後の活動 :博物館、美術館、図書館での案内や整理のサポート等)

金曜日

(43:30～ 15i00)

観   光
金沢の心を伝える観光ボランティアに
ガイドに必要な知識と心構えを、「まいどさん」による現地案内を中心に学びます。(修了後の渚動:観光ボラ

ンテイアガイド等)※「まいどさん」を目指し受講される場合は受講申込書の備考欄に記載してください。

土曜日

(10:00～ 14:30)

環   境
金沢の豊かな環境を次世代につなIザるボランティアに

身近な環境から地球温暖化や自然保護に関する渚動を、現地見学や実習を交えて学び

ます。(修了後の適動 :里山保全。清掃。ごみ問題・フードバンダ・緑化活動等)

土曜日

(13:30～ 45:00)

受藷竺募集の概要

対  象

受講期間

費  用

申込方法

◎各コースの詳しい内容や日程は裏面の「学習計画」をご覧ください。

金沢市または近郊 (白山市、野々市市、滓幡町、内灘町、かほく市)に在住の滴18歳以上

令不□6年 5月 から令和フ年2月まで (全 25回 )

1コース 5,000円 (資料代実費相当分。コースによつては施設入場料等が別途必要となる場合があります。)

決定通知

【郵送】受講申込書に必要事項を記入し、結果通矢[用の返信はがき(宛名面に申込者の住所
。

氏名を記入)を添えてご提出ください。(持参可)

【FAX】 受講申込書をご送信ください。

【E― ma十日受講申込書を添付・送信いただくか、必要事項を全て記入したメールをご送信ください。

(kivs@m2.spacetanine.jpが受信できるよう、メールの設定をお願いします。)
※申込書は、本大学校ホームページからダウンロードできます。

FAX、 E― maitでの申込みについては、翌日(土・日・月受付分は火曜日)までに受付完了の

通矢Dを行います。通欠□が届かない場合は、お手数ですがご連絡ください。

※第31期から2人一組での受講申込を受付いたします。希望される場合は、事務局までご相談ください。

4月中旬に申込者全員に受講可否の結果をお矢[lらせします。

(定員を超えたコースは拍選。同一コ
ニスに連続3団申し込まれた方は優先します。)

令不□6年4月 4日 (木 )必 着締め切り

お申込み。お問い合わせ先

公益社回法人

⑨
金沢ボラン粛 ア大学校KIVS

〒920‐ 0901
金沢市彦三町 1‐ 15‐ 5金沢市中央公民館彦三館 1階
TEL(076)233-2456 FAX(076)233-2536

呉

URL https://kivs,tocatinfo.jp
E― mail k"s@m2.spacetan.ne.jp
受付時間 火～± 9:00～ 17:45(祝 日除く)

金沢ボランテイア大学校

F基 暮全金砕伊
・ 許毛

:

金沢エム鼻rざ靱


